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概  要 
 
 
 

 

筆者らは，これまでに低品質な丸太（B材・C材）を薪状に加工して束ねた柱状体（以下，「木質コラム」）を地盤

に打設することの液状化対策への有効性を1G場小型模型振動実験により示した．木質コラムの打設により地盤密度

が増大し，液状化抑制効果が確認されているが，薪状木材間の間隙による過剰間隙水圧消散効果については明らかに

なっていない．そこで，過剰間隙水圧消散効果を定性的に確認することを目的とし，新たに木質コラムと同寸法・同

材料の丸太を用いた柱状体を用いて1G場小型模型振動実験を実施し，比較検討した．その結果，木質コラム模型内

の間隙による過剰間隙水圧消散効果によって沈下が低減される効果は，木質コラムと丸太の剛性の違いによる沈下

低減効果と同等の効果があることが示唆された． 
 

 

成  果 
 
 
 

 

 木質コラム模型を打設した場合と丸太模型を打設した場合では，木質コラム模型を打設した方が貫入抵抗力は増

加した． 
 木質コラム模型を打設した場合と丸太模型を打設した場合では，構造物模型の累積沈下量が 2mm 以上となった

時の入力加速度に違いはみられなかった． 
 丸太模型の木質コラム模型に対する剛性比は約1.15倍あり，木質コラム模型内の間隙による過剰間隙水圧消散効

果によって沈下が低減される効果はその剛性の違いによる沈下低減効果と同等の効果があることが示唆された． 
 

 
 

 
（a）平面図                        （b）断面図 

図－２ 実験装置の概要 

 
図－３ 貫入抵抗力の深度分布 

 
図－４ 入力加速度と累積沈下量の関係 

 

図－１ 木質コラムを用いた液状化対策の概要 
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